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第
六
一
節
海
港
検
疫
法
の
制
定
　
海
港
検
疫
は
明
治
十
年
、
中
国
度
門
地
方
に
コ
レ
ラ
の
流
行
が
あ
り
、
そ
れ
が
わ
が
国
に
伝
染
し
て
大
流
行
を
来
し
た
。
そ
こ
で
同
年
八
月
二
十
七
日
、
同
地
方
か
ら
の
病
毒
侵
入
防
止
を
考
慮
し
た
「
虎
列
刺
病
予
防
方
法
心
得
」
　
（
内
務
省
達
乙
七
九
）
が
準
備
さ
れ
、
伝
染
原
の
コ
レ
ラ
流
行
地
か
ら
来
航
す
る
船
舶
の
検
疫
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
が
、
外
交
関
係
か
ら
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
明
治
十
二
年
七
月
十
四
目
、
愛
媛
県
下
に
始
ま
る
コ
レ
ラ
流
行
に
当
り
、
検
疫
関
係
の
み
を
取
上
げ
「
海
港
虎
列
刺
病
伝
染
予
防
規
則
」
を
制
定
、
公
布
し
た
が
、
二
十
一
日
に
至
り
、
更
に
改
正
し
て
「
検
疫
停
船
規
則
」
（
太
政
官
布
告
二
九
）
を
公
布
し
た
。
こ
の
規
則
に
基
い
て
設
立
さ
れ
た
長
崎
及
び
神
奈
川
の
両
地
方
検
疫
局
が
業
務
を
実
施
し
た
が
、
こ
れ
が
わ
が
国
に
お
け
る
来
航
船
舶
に
対
す
る
海
港
検
疫
の
始
め
で
あ
っ
た
。
長
崎
の
検
疫
所
は
現
在
も
女
神
に
存
在
す
る
。
明
治
十
五
年
六
月
二
十
三
日
、
太
政
官
布
告
三
一
「
虎
列
刺
病
流
行
地
方
ヨ
リ
来
ル
船
舶
検
査
規
則
」
が
公
布
　
　
　
　
第
七
章
　
第
五
高
等
学
校
医
学
部
さ
れ
た
が
、
明
治
二
十
四
年
二
月
二
十
二
日
に
は
、
　
「
海
外
諸
港
ヨ
リ
来
ル
船
舶
二
対
シ
検
疫
施
行
方
」
（
勅
令
第
六
十
五
号
）
が
公
布
さ
れ
た
。
　
一
方
、
ペ
ス
ト
が
清
国
、
香
港
地
方
に
流
行
し
、
長
崎
に
伝
染
し
よ
う
と
し
た
明
治
二
十
七
年
五
月
二
十
五
日
に
は
前
記
の
よ
う
に
「
清
国
及
香
港
二
於
テ
流
行
ス
ル
伝
染
病
二
対
シ
船
舶
検
査
施
行
ノ
件
」
　
（
勅
令
第
五
十
六
号
）
が
公
布
さ
れ
、
「
コ
レ
ラ
病
流
行
地
方
ヨ
リ
来
ル
船
舶
検
査
規
則
」
を
準
用
し
て
、
ペ
ス
ト
の
検
疫
を
実
施
し
た
。
　
明
治
三
十
年
四
月
一
日
、
法
律
第
三
十
六
号
「
伝
染
病
予
防
法
」
が
公
布
さ
れ
、
従
来
、
臨
時
に
設
け
ら
れ
て
い
た
伝
染
病
予
防
が
充
分
な
法
的
根
拠
を
持
つ
こ
と
を
得
た
が
、
明
治
三
十
二
年
二
月
十
四
日
、
法
律
第
十
九
号
「
海
港
検
疫
法
」
の
制
定
、
更
に
四
月
十
四
日
、
勅
令
第
百
三
十
七
号
「
海
港
検
疫
所
官
制
」
が
あ
り
、
内
務
省
直
轄
の
海
港
検
疫
所
と
し
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
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第
六
節
　
海
港
検
疫
法
の
制
定
近
代
的
海
港
検
疫
の
態
勢
を
整
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
海
港
検
疫
法
は
附
則
ま
で
入
れ
て
十
五
条
で
あ
る
が
、
第
一
条
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
第
一
条
　
海
外
諸
港
及
台
湾
ヨ
リ
来
ル
船
舶
二
対
シ
テ
ハ
伝
染
病
予
防
　
　
ノ
為
検
疫
ヲ
施
行
ス
検
疫
ヲ
施
行
ス
ヘ
キ
海
港
及
伝
染
病
ノ
種
類
ハ
　
　
内
務
大
臣
之
ヲ
指
定
ス
　
一
方
、
海
港
検
疫
所
官
制
に
よ
れ
ば
、
海
港
た
る
横
浜
、
神
戸
、
長
崎
、
ロ
ノ
津
で
検
疫
が
行
わ
れ
、
長
崎
で
は
従
来
通
り
、
女
神
検
疫
所
に
お
い
て
事
務
を
取
扱
っ
た
。
こ
の
改
正
法
に
よ
っ
て
、
従
来
の
所
属
長
崎
県
の
手
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
初
代
所
長
と
し
て
は
神
奈
川
県
警
部
横
山
信
徴
が
任
命
さ
れ
、
海
港
検
疫
官
及
ぴ
同
補
、
並
び
に
海
港
検
疫
医
官
及
び
同
補
も
漸
次
補
充
さ
れ
た
。
そ
し
て
口
の
津
の
検
疫
所
は
長
崎
海
港
検
疫
所
支
所
と
し
て
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
　
さ
て
、
こ
の
検
疫
法
は
明
治
四
十
年
六
月
二
十
五
日
及
び
大
正
十
一
年
四
月
十
日
の
二
回
に
亘
り
、
改
正
が
な
さ
れ
、
い
よ
い
よ
整
備
さ
れ
て
行
っ
た
が
、
検
疫
所
は
明
治
三
十
五
年
三
月
よ
σ
再
び
地
方
庁
即
ち
長
崎
で
は
県
庁
の
所
管
と
な
っ
て
い
る
。
　
な
お
、
こ
の
間
、
明
治
三
十
三
年
三
月
二
十
八
日
、
臨
時
海
港
検
疫
所
官
制
の
制
定
が
あ
り
、
同
月
三
十
日
、
庁
府
に
臨
時
検
疫
官
を
置
く
制
度
が
定
め
ら
れ
、
六
月
十
五
日
、
臨
時
検
疫
官
制
の
制
定
（
九
月
二
十
五
日
に
は
廃
止
さ
れ
た
。
）
が
あ
っ
た
が
、
十
二
月
十
三
日
、
臨
時
ペ
ス
ト
予
防
事
務
局
官
制
の
公
布
な
ど
検
疫
業
務
は
明
治
時
代
に
お
け
る
開
港
場
を
仲
介
と
す
る
伝
染
病
の
対
策
と
し
て
最
も
大
き
な
衛
生
行
政
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
検
疫
制
度
の
確
立
に
当
り
、
長
崎
の
占
め
た
特
殊
な
位
置
が
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
敢
え
て
記
し
て
置
こ
う
。
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